
記
念
講
演
で
は
、
元
安
倍

内
閣
の
も
と
で
、
内
閣
官
房

副
長
官
補
を
務
め
て
き
た
柳

澤
協
二
氏
が
「
ト
ラ
ン
プ
政

権
と
東
ア
ジ
ア
・
日
本
の
安

全
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

柳
澤
氏
は
、
政
府
は
集
団

的
自
衛
権
を
行
使
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
抑
止
力

が
よ
り
高
ま
り
、
戦
争
を
し

な
い
で
済
む
と
言
う
が
、
集

団
的
自
衛
権
を
行
使
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
ア
メ

リ
カ
と
の
同
盟
関
係
を
強
化

し
、
日
本
を
守
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
日
本
の
自
衛
隊

も
危
険
を
冒
し
、
後
方
支
援

＝
戦
争
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
、
自
衛
隊

を
海
外
で
戦
争
す
る
国
に
す

る
た
め
に
は
、
憲
法
「
改
正
」

を
と
な
っ
て
く
る
。
い
ま
、

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政
権

と
安
倍
政
権
の
も
と
で
非
常

に
危
険
な
状
態
に
あ
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。

４
野
党
代
表
と
２
会

派
が
決
意

第
二
部
で
は
、
野
党
４
党

代
表
と
２
会
派
が
挨
拶
。

日
本
共
産
党
の
神
田
三
春

氏
は
、
共
謀
罪
や
安
倍
改
憲

を
批
判
し
、
「
お
互
い
を
リ

ス
ペ
ク
ト
し
あ
っ
て
、
市
民

と
野
党
の
共
闘
を
進
め
よ
う
」

と
強
調
。
民
進
党
の
杉
村
慎

治
氏
は
「
こ
こ
埼
玉
９
区
で

も
野
党
共
闘
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
頑
張
り
た
い
」
と
挨

拶
。
社
民
党
県
連
代
表
の
武

井
誠
氏
、
自
由
党
埼
玉
県
連

の
松
崎
哲
久
代
表
、
狭
山
選

出
の
中
川
浩
県
会
議
員
（
無

所
属
）
、
平
井
久
美
子
日
高

市
議
（
み
ん
な
の
会
）
が
野

党
共
闘
で
統
一
候
補
を
決
め

る
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い

く
決
意
を
込
め
て
挨
拶
し
ま

し
た
。

埼
玉
９
区
の
共
闘
体
制
が

す
す
む
な
か
で
、
各
自
治
体

で
も
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

狭
山
、
入
間
、
日
高
で
連

絡
会
が
発
足
し
、
市
議
選
で

遅
れ
て
い
た
飯
能
市
で
も
７

月
に
は
、
発
足
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

沖
縄
復
帰
45
周
年
の
５
月

15
日
を
地
域
で
「
沖
縄
と
連

帯
す
る
日
」
と
位
置
づ
け
、

前
日
の
５
月
14
日
夕
方
、
飯

能
駅
北
口
で
宣
伝
と
署
名
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
行
動
の
よ
び
か
け
は
２

年
半
前
に
有
志
で
「
知
事
に

翁
長
さ
ん
を
」
と
立
ち
上
げ

た
、
飯
能
日
高
を
活
動
エ
リ

ア
と
す
る
「
沖
縄
の
平
和
・

基
地
問
題
学
習
会
」
で
し
た
。

沖
縄
の
新
基
地
辺
野
古
の

問
題
と
「
共
謀
罪
は
戦
争
す

る
国
作
り
に
進
む
安
倍
政
権

の
狙
い
の
根
源
は
ひ
と
つ
」

の
気
持
ち
で
新
基
地
建
設
反

対
と
共
謀
罪
反
対
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
持
っ
て
の
ス
タ
ン
デ

ン
グ
、
署
名
と
チ
ラ
シ
配
り

で
し
た
。
近
く
の
団
地
の
チ

ラ
シ
入
れ
（
全
部
で
１
０
０

０
枚
の
チ
ラ
シ
を
活
用
）
も

含
め
て
13
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
「
学
習
会
」
で
は
昨
年
、

12
月
の
名
護
へ
の
オ
ス
プ
レ

イ
の
墜
落
抗
議
の
駅
頭
宣
伝

行
動
を
行
い
、
メ
ン
バ
ー
の

提
案
で
今
年
の
メ
ー
デ
ー
前

日
祭
で
は
故
・
瀬
長
亀
二
郎

さ
ん
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「
カ
メ
ジ
ロ
ー
」
の
上

映
会
が
成
功
す
る
な
ど
「
地

域
か
ら
沖
縄
に
連
帯
し
よ
う
」

と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

※
6
月
10
日
（
土
）
全
国
国

会
包
囲
行
動
が
あ
り
ま
す
。

辺
野
古
新
基
地
反
対
の
重
要

な
行
動
で
す
。
沖
縄
に
連
帯

し
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

12
時

飯
能
駅
改
札
口
集
合

担
当
・
佐
藤

発 行
日 本 共 産 党
飯 能 市 委 員 会

９７３－１０９１

金 子 と し 江

090-7265-1601
山 田 と し 子

090-4389-4439
新 井 た く み

090-4010-5650
滝 沢 お さ む

090-7000-4481
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973-2111(市役所456)

Mail jcp-sigi@
pluto.plala.or.jp

2017年５月28日 新 飯 能 ＮＯ．２０６7

（
無
農
田
法
務
大

臣
）
総
理
、
最
近

顔
色
が
す
ぐ
れ
な

い
よ
う
で
す
が
、

ゴ
ル
フ
で
も
や
ら

れ
た
ら
ど
う
で
す

か
。
（
羽
曽
倍
総

理
大
臣
）
君
の
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

な
答
弁
で
、
私
も
頭
が
お
か

し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
。

よ
く
も
あ
ん
な
デ
タ
ラ
メ
が

言
え
た
も
の
だ
。
（
無
農
田
）

総
理
の
公
人
と
私
人
の
使
い

分
け
だ
っ
て
国
民
は
納
得
し

て
い
ま
せ
ん
よ
。
そ
の
う
え
、

森
友
学
園
に
、
加
計
学
園
疑

惑
、
国
政
の
私
物
化
こ
こ
に

極
ま
れ
り
で
は
な
い
で
す
か
。

や
り
す
ぎ
で
は
な
い
か
と
み

ん
な
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
て
い
ま

す
よ
。
（
羽
曽
倍
）
腹
心
の

友
は
、
あ
・
う
ん
で
ゆ
か
な

い
と
。
魚
心
あ
れ
ば
、
水
心

で
す
よ
。
食
事
や
、
ゴ
ル
フ

を
し
て
悪
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
な
に
ご
と
も
以
心
伝

心
。
（
無
農
田
）
そ
の
以
心

伝
心
が
問
題
な
ん
で
す
よ
。

何
回
も
会
っ
た
り
し
た
ら
、

共
謀
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す

よ
。
注
意
し
て
も
ら
わ
な
い

と
困
り
ま
す
。
（
羽
曽
倍
）

君
は
ひ
ど
い
こ
と
を
言
う
な
。

憲
法
は
国
民
の
内
心
の
自
由

を
保
障
し
て
い
る
で
は
な
い

か
。
そ
ん
な
こ
と
が
わ
か
ら

な
い
な
ら
、
法
務
大
臣
を
罷

免
す
る
よ
。
（
無
農
田
）
私

も
頭
が
こ
ん
が
ら
か
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
で
は
共
謀
罪

は
撤
回
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
よ
。
（
羽
曽
倍
）
？
…
。

沖
縄
復
帰
45
周
年

沖
縄
の
戦
い
に
連
帯
し
て
宣
伝

議
長
・
副
議
長
な
ど
決
ま
る

市
議
選
後
初
の
臨
時
議
会
が
17
日
開
催
さ
れ
、
議
長
・

副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。
選
挙
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

議
長

野
田
直
人

11
票

金
子
と
し
え

４
票

内
田
健
次

４
票

副
議
長

中
元

太

14
票

滝
沢
お
さ
む

５
票

常
任
委
員
会
構
成
（
日
本
共
産
党
委
員
）

●
総
務
委
員
会
＝
滝
沢
お
さ
む
●
厚
生
文
教
委
員
会
＝
山

田
と
し
子
、
新
井
た
く
み
●
建
設
委
員
会
＝
金
子
と
し
え

５
月
20
日
、
衆
院
埼
玉
９
区
（
飯
能
、
狭
山
、
入
間
、
日

高
、
毛
呂
山
、
越
生
）
か
ら
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
す
す
め

よ
う
と
「
埼
玉
９
区
安
倍
政
治
は
い
や
だ
野
党
共
闘
・
市
民

連
絡
会
」
が
入
間
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
６
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

アベ政治ノー、憲法守る一点で共闘を

市民と野党の共闘が大きく一歩前へ



５
月
18
日
、
衆
議
院
本
会

議
で
金
田
法
相
不
信
任
案
が

自
民
、
公
明
、
維
新
な
ど
に

よ
り
否
決
さ
れ
た
の
を
受
け
、

委
員
長
職
権
（
職
権
乱
用
）

で
開
か
れ
た
法
務
委
員
会
を

傍
聴
し
ま
し
た
。

既
に
、
18
日
の
委
員
会
は

強
行
採
決
さ
れ
衆
議
院
本
会

議
に
送
付
さ
れ
る
と
の
報
道

が
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
故

か
開
会
時
か
ら
緊
迫
感
が
会

場
を
覆
っ
て
い
た
。
自
民
、

公
明
、
民
新
（
５
人
）
無
所

属
、
共
産
、
維
新
の
順
で
質

疑
が
あ
っ
た
。

答
弁
の
金
田
法
相
の
あ
の

手
振
り
を
擁
し
た
的
は
ず
れ

さ
は
、
相
変
わ
ら
ず
で
あ
っ

た
が
、
共
産
党
の
藤
野
保
史

議
員
の
質
問
に
は
説
得
力
が

あ
っ
た
。
「
堀
越
事
件
」
を

論
拠
に
し
た
今
後
こ
の
法
案

が
成
立
し
た
時
に
予
想
（
そ

れ
以
上
に
）
さ
れ
る
人
権
侵

害
の
隠
し
撮
り
や
尾
行
、
盗

聴
等
が
大
規
模
に
実
行
さ
れ

る
こ
と
を
。
（
休
日
に
政
党

新
聞
を
配
る
行
為
に
対
し
て
、
ー

こ
れ
は
ど
う
見
て
も
市
民
と

し
て
自
由
の
範
囲
内
ー
一
介

の
国
家
公
務
員
に
警
察
官
を

１
２
９
人
も
動
員
す
る
と
い

う
異
常
さ
）
こ
れ
が
日
常
茶

飯
事
化
す
る
監
視
社
会
・
・
・
。

最
後
の
質
問
者
（
維
新
の

会
）
の
「
も
う
30
時
間
も
論

議
し
た
・
・
・
」
委
員
長
席

に
詰
め
寄
り
、
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
た
り
、
・
・
・
」
等

の
前
置
き
の
後
、
強
行
採
決

と
な
る
。
（
午
後
１
時
10
分

過
ぎ
）

23
日
の
衆
議
院
本
会
議
、

更
に
参
議
院
へ
と
続
く
が
状

況
は
厳
し
く
と
も
「
共
謀
罪
」

が
テ
ロ
対
策
で
な
く
、
一
般

市
民
の
内
心
の
自
由
（
憲
法

19
条
）
等
を
侵
害
す
る
違
憲

立
法
で
あ
る
こ
と
を
自
明
の

も
の
と
し
て
、
是
非
と
も
廃

案
に
追
い
込
み
た
い
と
思
う
。

Ｍ

21
日
、
飯
能
市
民
会
館
に

お
い
て
、
飯
能
市
学
童
ク
ラ

ブ
の
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。岩

渕
会
長
は
、
活
動
報
告

の
な
か
で
、
「
国
が
示
し
た

放
課
後
児
童
健
全
育
成
の
充

実
に
よ
り
、
運
営
に
か
か
る

費
用
や
指
導
員
の
処
遇
改
善

は
拡
充
さ
れ
た
も
の
の
全
国

的
に
は
、
各
自
治
体
で
は
厳

し
い
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
飯
能
市
で
は
独
自

に
「
保
育
料
減
額
分
の
補
助
」

や
「
人
件
費
補
助
の
増
額
」

等
の
加
算
、
大
規
模
修
繕
に

関
し
て
も
少
し
ず
つ
前
進
し

て
き
て
い
る
こ
と
を
報
告
。

保
育
料
引
き
下
げ
と

指
導
員
の
処
遇
改
善

が
実
現

２
０
１
６
年
度
は
、
市
単

独
補
助
と
財
政
調
整
基
金
を

使
っ
て
保
育
料
の
引
き
下
げ

と
、
正
規
職
員
、
パ
ー
ト
の

時
給
の
改
善
が
で
き
た
こ
と

を
強
調
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
は
、
双
柳

た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
99
名
、
一

小
あ
お
ぞ
ら
ク
ラ
ブ
66
名
と

大
規
模
化
し
て
い
る
な
か
で
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
生

活
を
守
る
た
め
に
も
、
大
規

模
分
割
を
進
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
市
議
会
議

員
と
の
話
し
合
い
を
継
続
し

て
、
情
報
や
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
、
学
童
へ
の
理
解
を

深
め
て
頂
け
る
よ
う
に

し
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

指
導
員
の
活
動
報
告

や
職
員
表
彰
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
市
議
会
か

ら
は
、
日
本
共
産
党
の

金
子
と
し
え
、
山
田
と

し
子
、
新
井
た
く
み
市

議
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
は
ん
の

う
か
ら
大
津
力
、
野
口

和
彦
、
関
田
直
子
市
議

が
参
加
し
ま
し
た
。
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監
視
が
日
常
化
す
る
社
会
に

衆
院
法
務
委
員
会
を
傍
聴
し
て

石斛（せっこく）

大きな針葉樹に着生している。

伐採時に庭の柿の木に移したものだ

が、街の方ではこんな大きな株には

ならない。（榎本）

撮影地 上直竹上分地内

共
産
党
議
員
に

期
待
し
ま
す

4
名
そ
ろ
っ
て
当
選
し
た

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

新
井
た
く
み
さ
ん
は
、
道

路
や
水
問
題
、
く
ら
し
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
身
近
な
要

求
に
は
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
く

駆
け
つ
け
迅
速
に
対
応
し
、

そ
の
人
柄
と
と
も
に
頼
り
が

い
の
あ
る
議
員
と
し
て
地
域

住
民
の
信
頼
を
高
め
、
評
判

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
病
院
存
続
に
あ

た
っ
て
の
活
躍
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
組
織
力
抜
群
で
あ
り
、

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

住
民
の
足
の
確
保
を
中
心
と

す
る
交
通
問
題
で
は
具
体
的

な
政
策
提
起
・
提
案
を
行
い
、

他
の
追
随
を
許
さ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
く
ら
し
と
平
和
破
壊

の
政
治
が
地
方
政
治
に
も
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
住
民
の
声
に
耳

を
傾
け
、
住
民
と
と
も
に
す

す
む
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

下
赤
工

伊
藤
幸
夫

切実な大規模学童
の解消

学童クラブの会が総会

北
浦
和
公
園
（
北
浦
和
駅
西
口
前
）

午
前
１
０
時
開
会
:
１
万
５
０

０
０
人
規
模
の
集
会


